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1
足元の利益水準は堅調に推移していますが、こうした状況は今後も続く
と見込まれますか。

現在、建設業界全体が活況であり、特にデータセンターなど高い技術力が求められる分野で、受注採算性が向上しています。加えて、現場では独自の物流・加工ネッ
トワークの導入やデジタル化、アウトソーシングの活用により、生産性を高め、利益の改善を図っています。今後も、これらの取り組みをさらに進化させ、持続的な利
益の拡大につなげてまいります。

2
業績が計画を上回った場合、株主還元として増配の可能性があるとい
う理解でよろしいでしょうか。

2025年3月期には、実績が計画を上回ったことを受け、増配を実施いたしました。2026年3月期につきましても、まずは業績目標の達成を最優先とし、その上で
業績の状況や配当方針などを総合的に踏まえ、株主還元について適切に判断してまいります。

3
ROEの目標である10.0％をすでに達成していますが、今後目標の見直
しを行う予定はありますか。

2025年3月期のROEは14.3％となり、目標としていた10.0％を上回る水準となりました。ROEは中期的な目標と位置づけており、現時点での見直しは行って
おりませんが、利益水準、資本構成、株主還元と成長投資のバランスを踏まえ、将来的な目標の見直しも検討してまいります。なお、前期は一時的な特別利益の影響
もありましたが、それを除いた当期純利益ベースではROEはおおよそ12％程度となっており、今期計画も同水準を見込んでおります。

4
米国の関税政策が、事業に与える影響について教えてください。 現時点では、米国の関税政策による当社への直接的な影響は確認されておりません。ただし、今後は製造業全体の設備投資やサプライチェーンに影響を及ぼす可能

があると認識しており、引き続き関連動向を注視しつつ、必要に応じて柔軟かつ機動的に対応してまいります。

5
政策保有株式の削減方針について、20％の削減という目標を掲げ
られていますが、さらなる削減を目指すのでしょうか。

まずは、掲げている20％の削減方針を着実に実行してまいります。あわせて、保有先との対話を継続しながら、純資産比率などの財務指標や保有の必要性を総合
的に勘案し、引き続き、政策保有株式の削減を進めてまいります。
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6
海外事業について、来期以降の展開や注力地域の方針を教えてくださ
い。

当社は現在、中国統括会社およびアジア統括会社のもと、アジア8か国・地域で海外事業を展開しており、グループ全体の売上のうち約10％を占めています。両統
括会社の事業規模はおおよそ同じで、それぞれが全体の約半分を担っています。ミャンマーやスリランカなど一部に不透明な環境もありますが、昨年設立した香港
およびベトナムの現地法人については、早期の事業基盤確立を図り、今後の安定的な成長に向けて注力してまいります。

7
原子力関連の事業について、今後の需要や取り組みについて教えてくだ
さい。

政府のエネルギー基本計画において、原子力発電の役割は再評価されており、これに伴い、安全性向上を目的とした対策工事や設備更新、老朽化対策などの需要
が見込まれています。当社としても、これらの取り組みに関連する設備技術や空調分野で引き続き貢献してまいります。

8
中期経営計画における目標の上方修正が収益面に限定されており、投
資枠など他の数値目標が見直されなかった理由を教えてください。

現在のところ、資本政策に大きな変更は予定しておらず、収益目標の上方修正にとどめています。市場環境や成長戦略の進展に応じて、今後、投資枠を含む資本政
策についても柔軟に見直す可能性はありますが、現時点では安定した資本構成を維持することを重視し、持続的な成長の実現を目指してまいります。

9
旺盛な建設需要がある中で、受注見通しの増加率が控えめとなってい
るのは、施工余力に課題があるためでしょうか。

受注にあたっては、各工事の内容を踏まえ、適切な施工体制を確保できるかどうかを総合的に判断しています。また、現在の工事量や時間外労働の上限規制への
対応状況も考慮しながら、受注工事高・完成工事高を計画しています。着工時期によっては、今後、受注工事高が増加する可能性もあります。

10
「SNK-SOLNet®」の全国展開におけるスケジュールと、全社的な利益
率向上への貢献度について教えてください。

「SNK-SOLNet®」の導入により、現場の工数を10〜30％削減する効果が確認されており、業務効率化に一定の成果をあげています。全社的な利益率への具体
的な貢献額については、現在精査を進めている段階です。全国展開にあたっては、これまでの導入実績やノウハウを活かし、地域単位で段階的にネットワーク化を
進める計画です。必要な投資額や展開スケジュールについては、現在策定中であり、確定次第速やかにお知らせいたします。
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